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 2021B 期に採択された長期利用課題について、
2023A 期に 2 年間の実施期間が終了したことを受け、
第 75 回 SPring-8 利用研究課題審査委員会長期利用分
科会（2023 年12 月19 日開催）による事後評価が行わ
れました。 
 事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対しヒア
リングを行った後、評価を行うという形式で実施し、
SPring-8 利用研究課題審査委員会で評価結果を取りま
とめました。以下に評価を受けた課題の評価結果を示し
ます。研究内容については本誌の「最近の研究から」に
実験責任者による紹介記事を掲載しています。 
 なお、2021B期に採択された長期利用課題2課題のう
ち1課題の評価結果は2024年夏号に掲載する予定です。 
 

－ 課題 － 

課題名 超高圧下における鉄合金の特性とコア
の軽元素組成の制約 

実験責任者（所属） 廣瀬 敬（東京大学） 
採択時課題番号 2021B0181 
ビームライン BL10XU 
利用期間／配分総シフト 2021B〜2023A／168 シフト 

 
［評価結果］ 
 本長期利用課題では、地球コアにおける軽元素の化学
組成の制約を目的として、ダイヤモンドアンビルセルを
用いた超高圧高温環境下での X 線回折実験等が実施さ
れた。目標達成のために（1）液体鉄合金の密度、（2）
液体鉄合金の縦波速度、（3）液体鉄合金の状態図、（4）
固体鉄と鉄－水素合金の密度、（5）固体鉄と鉄－水素合
金の縦波速度、（6）液体金属から固体鉄への軽元素の分
配、（7）金属－シリケイト間の軽元素の分配の 7 つの
研究テーマが設定された。実験の結果、（1）液体鉄－水
素合金の密度を102 GPa・3820 K まで決定して状態方
程式を構築し、（3）鉄－水素系状態図が共融系であるこ
とを解明するとともに、熱力学モデルによって状態図を
330 GPa へ外挿し、（6）水素の内核（固体）/外核（液

体）の分配を見積もることに成功した。また、（7）金属
－シリケイト間の炭素の分配係数が水素濃度に大きく
影響を受けることを発見した。（2）および（5）の一部
については本課題とは別にX線非弾性散乱（BL43LXU）
を用いて進められている。（4）については、200 GPa 以
上での固体 FeH の加熱には成功しなかったが、既存デ
ータを用いて状態方程式を報告した。これら一連の研究
により、地球コアを形成する鉄、ニッケル、硫黄、シリ
コン、炭素の組成に加えて、あらたに酸素と水素の組成
に関して、これまでにない狭い範囲に制限することに成
功し、地球コアの主要な軽元素が酸素と水素であること
を突き止めるなど、本課題の目標を達成したと言える。
さらに、当初目標を超えて得られたいくつかの知見は、
従来の仮説では説明できないものがあり、当該分野にて
新しい研究テーマを提示するものと期待される。 
 以上のように、本課題は地球コアの理解に向けた重要
な成果を創出し、地球惑星科学の発展に貢献すると考え
られ、この点を高く評価する。また、評価実施時点で本
課題から 2 本の論文が出版されており、投稿済みの数本
の論文と合わせて、成果発表に関しても十分なレベルに
あると言える。課題代表者のメディア等での情報発信は
活発であるが、一方で、本課題に関する個々の論文につ
いてのプレスリリースがない点は残念である。地球コア
という一般にもアピールしやすい研究であるので、今後
出版される論文に関しては積極的なプレスリリースを
期待したい。 
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